
 
 

主催 檜山民主教育研究会 
会長 浜口喜久雄 

 
 
  ◆日 時 平成 27 年 2 月 7 日（土）午後１時 00 分～受け付け 
                     午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 
 
    ◆日 程 
 
  13:00      13:30   13:45               15:00                16:00       16:30 

 
受 付 

 

 
開会集会 
 

                
講 話 

 

 
実践報告 

 

 
檜山民教総会 
 

 
  ◆場 所 乙部町・元和交遊館（乙部道の駅の向かい側です） 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
  ◆参加費 一般参加→５００円 
       檜山民教会員→３００円 

 
 
  ◆申し込み方法・・・申し込みはＦＡＸまたはメールでお願いします。 
   ①氏名②住所③電話番号④職業（学校名・担当学年・担当教科）を下記へご連絡下さい。 
 

 檜山民主教育研究会事務局 
  〒043-0017 檜山郡江差町字水堀町147番地  
     江差北中学校  内糸俊男  e-mail khf04543@nifty.com 
                   fax   0139-67-2044 

 
  ◆申込期日   2 月 2 日（月） お早めにどうぞ！！ 

◇講 話 『子どもを中心にわかりあうこと』 
                    茶森茂樹さん（檜山・中学校教諭） 
近年，保護者との関係づくりが難しくなってきたと感じている教職員が多くなっています。学
校を取り巻く環境が大きく変化する中，保護者や地域社会の意識や価値観が多様化しています。
保護者から学校に寄せられる要望は増加する傾向にあり、教職員は保護者との信頼関係をベー
スにした対応を求められています。茶森先生のこれまでの豊かな経験の中から、特に保護者と
の関係づくりに焦点をあて、保護者と教師が「子どもを中心にわかりあうこと」についてお話
ししていただきます。 

◇実践報告 『書き綴ることは子どもの希望を育むこと』 
                    平川美和さん（空知・小学校教諭） 
道内の学校現場では全国学テでの全国平均超えが目標とされています。ここ檜山においても学
校生活や授業でのスタンダードが確認され、いわゆる「きちんと・ちゃんと」することで学力
は向上していくという路線で学校現場での取り組みが進んでいます。教育について考えるとき、
点数の向上、いわゆるテストで測ることのできる学力の向上は大切な要素の一つですが、決し
てはずしてはならないのは子どもたち一人ひとりが「自分のすばらしさを発見すること」では
ないでしょうか。そのために必要なことが「子どもの希望を育むこと」。作文にとどまらず、
様々な場面での実践を報告していただきます。 


